


 

提言書 

 

１ 提言に至った経過 

  令和３年（2021年）11月６日及び７日に開催した議会報告会及び意見聴取会

において、「鎌倉市の防災」をテーマに市民から意見を聴取したところ、防災

情報の発信の在り方や、他市で導入されている防災アプリについての意見が寄

せられた。それを踏まえ、防災を所管する市民環境常任委員会で協議を行った

ところ、市民や観光客に対し、防災に関する情報提供の拡充を図っていくこと

が重要であるとの意見で一致し、政策提言に向けた調査を行うこととした。 

  各委員による調査及び担当原局へのヒアリングを経て、協議した結果、令和

４年（2022年）５月13日開催の市民環境常任委員会において、政策提言すべき

内容が確認されたことから、ここに提言書を提出する。 

 

２ 目的 

  市民や観光客が、災害時に正確な情報を素早く取得し、安全な避難を可能と

する環境整備を行うことにより、ソフト面から本市の災害に対するレジリエン

スの向上を図ることを目的とする。 

 

３ 提言事項 

「防災に関する情報提供手段の拡充について」 

（１）災害時において、スマートフォンなどの端末により、現在地から最寄り

の避難所等へのルート案内や近隣の被害状況など、位置情報に応じて避難

に必要な情報をリアルタイムで提供できる環境を整備すること。 

 

（２）防災情報に関するホームページについては、市民や観光客が必要とする

情報を素早く取得できるよう、情報が必要な方々の視点に立った工夫を行

い、防災情報へのアクセシビリティに最大限配慮した構成を検討すること。 
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